
NICe創業・新規事業 
セミナー in 久留米 

【プログラム＆スケジュール】 
2013年9月21日（土）13時開場 
 
■第1講 13:30〜14:30 
なぜ、起業や新規事業を考えるのか? 
まずは、自己の資源と動機を確かめる 

 
■第2講 14:30〜15:30 
資金不足はネックではない。 
むしろそれは、プランと経営力を強化する 

 
■第3講 15:30〜16:30 
誰を、どう、幸せにするのか? 
狙う相手をしぼり、相手を理解する 
 
（終了後、懇親会予定あり・自由参加） 
●翌22日には5組限定で個別相談会開催 

【受講対象】 

創業（起業）を考えている方や創業間もない方、新
規事業を考えている経営者・ 経営幹部の方、また
それら活動の支援者の方 
【会費】4000円 
（NICe正会員・協力会員・賛助会員は3500円） 
【定員】 30名 
【開催場所】くるめりあ六ツ門６階「みんくる」会議室  
久留米市六ツ門町3－11 ℡ 0942-30-9067 
【交通】 
・ＪＲ久留米駅歩15分 
・西鉄久留米駅歩10分 
・西鉄バス「六ツ門」 
 バス停歩2分 
・お車ご利用の方／ 
 くるめりあ六ツ門の 
 地下駐車場や契約 
 駐車場が利用可能。 
 料金1時間100円。 
 施設ご利用の場合 
 は2時間無料。  
 駐車券を「みんくる」受付カウンターへ お持ちください。 
・契約駐車場＝くるめりあ六ツ門地下2階駐車場、トラストパー 
 ク六ツ門駐車場 

 
 

2013年、いよいよ、【NICe創業・新規事業セミナー】がスタート！ 

すでに関東、関西にて開催され、大好評を博しました。 

そして、9月21日（土）、久留米を舞台に3回目が開催されます。 

講師は起業支援の第一人者、NICe代表の増田紀彦氏。 

「雇われない生き方｣を選ぶ久留米の仲間を応援するため、東京からやってきます。 

【お申し込み】 
◆専用サイトから 
http://ws.formzu.net/fgen/S37611405/ 
◆ファクスやメールでもお申し込み可能 
※裏面の申し込みシートをご利用ください 

０９４２－２３－５８３２（森光あて） 
jimukyoku@nice.or.jp  
※お問い合わせも上記ＦＡＸかメールで 

【主催】 
一般社団法人 起業支援ネットワークNICe 
http://www.nice.or.jp/ 
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NICe創業・新規事業セミナー in 久留米 
参加申し込みシート  

 

【送信先ファクス番号】 

０９４２－２３－５８３２ 

１１：００～１１：３０ １３：５０～１４：２０ 

１１：４０～１２：１０ １４：３０～１５：００ 

１３：１０～１３：４０ ◎個別相談はお一人（一組）30分3000円です。 

●９月２２日（日）の個別相談を（・希望する・希望しない）←どちらかに○を 
（希望する）に○を付けた方は、下記時間帯の左枠に第１希望は１、第２希望は２とご記入ください。 

なお、確定時間は２１日のセミナーの際に発表いたします。また希望時間帯が重複した場合は、２１日
のセミナーの際に調整を行います。 ※個別相談は前日のセミナー参加者に限り、お申し込み可能です。 

参加者１ お名前 電話番号 

参加者２ お名前 電話番号 

参加者３ お名前 電話番号 

●９月２１日（土）のセミナー参加を申し込みます。 

講師・増田紀彦氏プロフィール 
 
1959年11月23日（勤労感謝の日）生まれ。 
地方新聞社、広告会社勤務を経て、87年、株式会社タンク設立。企業広報や販売促進に取り組む。 
 
97年、起業・独立・新規事業を応援する情報誌『アントレ』創刊に参加。 
別冊『独立事典』や法人向けの新分野進出支援コンテンツを担当。 
 
2004年、05年には経済産業省プロジェクト「ドリームゲート」で起業家育 
成プログラムのファシリテーターを務める。 また厚生労働省・女性起業 
家支援検討委員、中小企業大学校講師、（財）女性労働協会理事も歴任。 
 
07年、経済産業省『起業支援ネットワークNICe』チーフプロデューサーに 
就任。同事業の民営化により、10年より一般社団法人起業支援ネットワ 
ークNICe代表理事就任。一方、09年には地域産品応援の店「なみへい」 
を共同設立。12年より福島県6次化創業塾講師。 
 

著書に『起業・独立の強化書』（朝日新聞社）、『正しく儲ける「起業術」』（アスコム）。ほか共著も多数。毎年、
講演等を通じて2000人以上の経営者や地域振興関係者と出会い、アドバイスと激励を送り続けている。 

●セミナー後の懇親会に（・参加する・参加しない）←どちらかに○を （  名） 


